                                                               2013年　2月　18日
	  情報・知能工学専攻
	 学籍番号
	 093750
	
	 指導教員氏名
	河合　和久

	  申請者氏名
	渡辺　雄大
	
	
	


                                 論  文  要  旨(修士)
	  論文題目
	日本語 WWW 情報を用いた COCET3300 英単語学習支援に関する研究


	高等専門学校は中学校を卒業した生徒を受け入れ，五年間の一貫教育によって専門的知識，技術を習得させることを目的とした高等教育機関である．しかし一方で，高専生は高校から大学へ進学した学生と比べて，「高専生は英語力が低い」という通説が生まれている．また，英単語学習において重要な点は継続である．継続して英単語に触れることによって，英単語を定着させることができる．しかし，英語に苦手意識を持つ者にとって意識して学習を続けることは非常に難しい．現在，多くの人がインターネットを活用し様々な情報を得ている．そこで本研究では日常的に使用するWebブラウザに着目し，英単語の学習支援を行うアドオンの開発に取り組んだ．本研究では，本研究室の石川が開発したCOCET3300英単語学習システムをもとに日本語WWW情報を用いた英単語学習支援システムを開発した．

COCET3300は高専生が習得すべき3300語からなる英単語リストと，それをテストするためのWebアプリケーションからなる．この語彙リストとWebアプリケーションは全国高等専門学校英語教育学会(COCET)の会員である全国の高専の英語教員14名からなる研究グループにより編纂された高専生に特化した英語教育の教材である．
Webページの閲覧に使用するWebブラウザをFirefoxとし，本システムをアドオンによる拡張機能として実現した．Firefoxアドオンは，JavaScriptとXULで構成される．本システムでは，まずWebページの文章を読み，プログラム内で登録してある文字列をWebページ上でハイライトする．ハイライトした文字列上にマウスカーソルを乗せると，その日本語文字列を意味にもつ英単語をポップアップ表示する．日本語文字列には分かち書き処理を行っており，日本語分かち書きソフトウェアTinySegmenterを用いる．また処理速度の問題で動詞の語尾変化の処理は行っていない．さらに類語をCOCET3300の日本語訳に追加することによって，出現英単語数と種類を増加し，繰り返し学習することにより学習効果を高めることが期待できる．類語は日本語WordNetを用いる．他にも，これまで表示された英単語の出現回数表示機能，学習の確認のためのテスト機能，英単語が最後に表示されたWebページへのジャンプ機能，COCET3300の英単語リストを追加し，英単語学習支援システムとして機能を充実させた．

実装後，類語をCOCET3300に組み込むことで英単語学習にどのような効果が期待できるか検証を行った．検証するシステムは，類語を表示するシステムと，類語を表示しないシステム，前年度本研究室の林が検証を行ったCOCET3300の英単語が900番目まで登録されているシステムで，COCET3300の単語リストの追加と類語の追加により英単語出現頻度を検証する．検証には，10個のコンテンツを用いた．
結果，本システムは類語なしシステムに比べ，総出現英単語が約3.98倍，出現英単語の種類は約2.07倍となった．この結果から，1つの英単語が出てきた平均の回数は本システムが類語なしシステムに比べ，約1.93倍多く出現しているということがいえる．また検証したWebページを平均すると約48.22％の割合で日本語から直接表示された英単語が類語から出現する．このことから，日本語から直接表示された英単語が再び別の場所で類語として目に触れる機会が増え，継続して学習する中で繰り返し学習になり，より英単語を定着させやすくなると考える．これにより，本システムは継続して使用することで英単語を繰り返し学習することができると考えられる．
　今後の課題・展望としては，テスト機能の充実や学生に使用してもらっての検証，タブレット端末などへの応用が挙げられる．



